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Research Institute for Disaster Mitigation and Environmental StudiesInterfaculty Initiative in Information Studies
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Research Institute for Disaster Mitigation and Environmental StudiesInterfaculty Initiative in Information Studies 無断転載禁止

「タイムライン」を使ってきた市町村長のメッセージ

１．WEB会議などで気象専門家や河川管理者等からの助言が判断に生きた。

２．予め役割を決めておくので、その場の無駄な調整は最小限となる。

３．漏れ・抜け・落ちの防止、やるべき防災のチェックリストとして活用。

４．タイムラインを、トップ（首長）の意思決定支援ツールへ。

5．参加機関や参加者が合意した防災行動計画だ。だからルールとして動く。
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流域タイムライン策定の視点

流域内のハザード・リスクの整理

ハザードやリスクの特性に応じたブロック分割（流域管理図）

河川担当事務所が取るべき行動内容の整理

各地域での意思決定・行動トリガーの改善・整理

流域全体での危機感共有や流域行動指標の設定

流域タイムライン原案の作成

マルチハザードの視点（推奨）

流域TLの基軸は河川担当事務所。

慣例の既存計画から、実態に合った防
災行動計画

総括表・図、詳細表が基本構成

各段階の防災行動目標を明確にする
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Research Institute for Disaster Mitigation and Environmental StudiesInterfaculty Initiative in Information Studies

流域タイムライン・メソッド リスクシェアリング

①流域内のリスク抽出

マルチハザードで検討
※河川管理者としては管理河川・区間のみの管轄となるが、連携先である自治体は洪水以外の対応もあるため、これらも
考慮しておかなければ使われないもの（使いにくいもの）になりかねない

流域防災情報図の作成
→対象流域内のリスク情報と主要治水施設（ダム・排水機場等）、水位観測所とその受け持ち区間等を見える化しておく。

※下記のトリガー整理の議論に結びつく
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Research Institute for Disaster Mitigation and Environmental StudiesInterfaculty Initiative in Information Studies

流域タイムライン・メソッド 行動シェアリング

②流域内のリスク特性に応じた地域分割と河川管理者の行動整理

特性に応じたブロック分割
→災害リスクや防災施設（ダム等）、社会特性等を勘案し、防災対応が異なると考えられるブロックに分割。

河川管理者の行動内容を概略整理
→各ブロックにおいて都道府県を含めた河川管理者として必要な行動（施設運用/操作・情報発出・自治体支援等）を整理。
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Research Institute for Disaster Mitigation and Environmental Studies
Interfaculty Initiative in Information Studies

要支援者等の避難に必要なリードタイムを再確認し、市区町村との見直しを進める。

●表内の「 ｈ」は防災部局のほか、福祉
部局や避難所開設に関わる部署等との協
議結果から設定したリードタイムとなる

流域タイムライン・メソッド自治体避難のタイミングとトリガーの確認
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Interfaculty Initiative in Information Studies

“TL運用を支える ”三種の神器(支援ツール）～参加機関による危機感の共有～

自治体・関係機関・専門家
によるメーリング・リスト

自治体・防災機関等を繋ぐ
テレビ会議

気象・河川ダム情報の
一元化共有サイト
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自治体・防災関係機関等によるテレビ会議（2020年台風9号、10号）

Interfaculty Initiative in Information Studies

愛媛県肱川流域TLの取組事例
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※個人に関する情報が含まれる部分は、非公表としています。



タイムライン3点セット（必須）

総括表

行動手順シート

（個票）

行動詳細表（チェックリスト）

タイムライン全体を把握するため、ステー
ジ（いつ）・主体(誰が）行動項目
（何を）を1ページに総括したもの

災害対応の目標ごとに行動
項目にブレークダウンし、ステー
ジごとの行動手順、他機関等
の連携内容を整理したもの行動項目・細目をステージを

追って整理したもので、災害対
応時に行動チェックリストとして
活用する
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心のこもった流域TLを
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